
 12月に入り、道端にはたくさんの落ち葉が見られるよ

うになりました。一見何の特徴もないような葉でも、他

の種類と比べると違いがあります。落ちている葉の特徴

からどのような木の仲間かが分かると、冬の散歩道もよ

り充実したものになるのではないでしょうか。 

 今回は、普段じっくりと見ることの少ない、木の葉の

形を観察して、どのような特徴や種類があるのか見てみ

ましょう。 

▲黄色く紅葉する身近な樹木の一種のエノキの葉。 



葉の形いろいろ 

広葉樹と針葉樹 

広葉樹 
針葉樹 

単葉 

複葉 

針状葉 

鱗状葉 

分裂葉 

不分裂葉 

羽状複葉 

掌状複葉 

イロハモミジ（分裂葉） 

ヤマハゼ（羽状複葉） 

より詳しく観察する 

・もんだりちぎったりして香りを嗅いでみる 

・厚さや手触りを比べてみる 
（ツルツルしている、毛が生えているなど） 

同じ木でも付いている高さなどによって、葉の形や大きさ、特徴が違うこともあります。 

広葉樹と針葉樹で葉の形は大きく異なります。 

針葉樹は名前の通り、針や鱗のような形をしています。 

メタセコイアの葉（針状葉） 

鋸歯 
主脈 側脈 

葉柄 

葉脈 

鋸歯(きょし) 

鋸歯（葉の縁のギザギザ）があるかないかを見てみましょう。 

鋸歯がどこまであるか、また鋸歯の大きさにも違いがあります。 

ツツジ(鋸歯なし) シラカシ(鋸歯あり) 

アラカシ 

小枝にたくさんの小さな葉が付いたまま
落葉します。 

うじょうふくよう 

しょうじょうふくよう 

しんじょうよう 

りんじょうよう 

ようへい 

しゅみゃく そくみゃく 

・光に透かして葉脈を見てみる 

きょし 

イチョウ 
(扇形) 

マテバシイ 

(倒卵形) 

エノキ  
(卵形) 

クスノキ  
(だ円形) 

コムラサキ  
(長だ円形) 

ヤマグワの若葉 
(通常はだ円形) 

カツラ 
(円形) 

サンショウ 

葉の部位 

種類によって伸び方や間隔に違いがあります。 

ようみゃく 

ポプラ 
(三角形または菱形) 

ひしがた 

うろこ 

とうらんがた 

☆ 

☆引用：http://kinokaori.exblog.jp/14338952/ 


